
保存版 地域おたすけガイ ド ( 地震発生時初動対応)  

 

こ の「 地域おたすけガイ ド 」 は、 おも に地震発生時を想定し 有馬町防災福祉コ ミ ュ ニティ が作成し

た行動指針です。 すぐ に活用でき るよう 、 目につく 場所に保管し てく ださ い。  

 

■自ら の安全を確保し   ■周囲の状況をよく 確認 

その後、 無理せず自分達のでき る範囲での活動を行いまし ょ う 。  

 

地震発生後の個人の行動（ チェ ッ ク リ スト にし てく ださ い。）  

□ 揺れを感じ たら 、 まず丈夫なテーブルの下に隠れるなど身の安全を確保する 。  

□ 火を 使用し ている場合は、 揺れが収まり 次第、 火を消し ガスの元栓を 締める 。  

□ 家族の安全を 確認する。 負傷者がいれば 119 番への連絡と 応急手当てをする。  

（ 但し 大規模災害の場合、 消防等救助機関がすぐ に現場に駆けつける と は限り ません。  

その場合は近所の方や小区自治会長などに救助を 要請する 。）  

□ テレ ビ・ ラ ジオなどで情報の確認を する。  

□ 火災が発生すれば消火器などで初期消火を 行う 。  

□ 割れたガラ ス類でケガし ないよ う 底の厚い履物を 履いて行動する 。  

□ 家から 出る時はブレ ーカ ーを落と す。  

□ 近所の方（ 特にひと り 暮ら し の方） の安否を確認。 負傷者がいれば 119 番への連絡と  

応急手当てを する。  

□ 浴槽や容器に水を貯める 。  

□ 家屋の損傷を 確認する。  

□ 防災袋（ 携帯ラ ジオ、 電池、 充電器なども 入れる。） や、 携帯電話を 携帯する。  

お金・ 免許証・ 保険証などの貴重品を 携帯する 。  

□ 一時避難場所や避難所に移動する。  

＜平常時に何度でもチェックしておくと、いざという時役立ちます＞ 

 

有馬地区避難所 有馬小学校： 904-0170 ( 食料、 水、 生活必需品配備)  

緊急連絡先 火災・ 救急 Ｔ Ｅ Ｌ ： 119  警察 Ｔ Ｅ Ｌ ： 110 （ 携帯電話、 スマホも 同じ ）  

北区有馬連絡所 904-0081  

公衆電話設置場所 

◇屋外（ 終日可）： 有馬連絡所前、 善福寺下、 ロープウエイ 有馬温泉駅下、 桃源洞町 NTT 前 

◇宿泊施設除く 屋内（ 終日不可）： 地域福祉センタ ー、 神鉄有馬温泉駅、 阪急バス駅 

 

★ 各小区の会長連絡先・一時避難所・最寄りＡＥＤ設置場所等の一覧表は裏面にあります ★ 

2019 年度 

<各戸配布> 



救急車 1 1 9 を呼ぶときは—   （ 確認し て伝えるこ と ）     

①症状はいつから  

②どのよう に始まり 、 どのよう に続いているか 

③今はどのよう な状態か 《 顔色・ 呼吸・ 意識の有無など》  

④救急車が来るまで 何をし ていたら いいか 

小区ごとの会長連絡先・一時避難場所・最寄りＡＥＤ設置場所等の一覧表（2019） 

小区名 小区会長名 
固定電話 

(携帯電話） 
一時避難場所 最寄りのＡＥＤ設置場所 

瑞宝寺町   
瑞宝園  

有馬温泉病院 

 瑞宝園   ダイヤモンドソサエティ 

 有馬温泉病院    土木健保 

東之町   東之町集会所  メイプル有馬 

射場町   
竹取亭円山 

プリンセス有馬 

 プリンセス有馬 

 ブランﾘｿﾞｰﾄ有馬 

寺田町   有馬の工房 
かんぽの宿有馬 住友ゴム楓荘  

銀の湯 東急有馬六彩 

上之町   
林渓寺・有馬保育

園 御幸荘花結び 

 有馬保育園    御幸荘花結び 

中之町   
天理教 有馬町 

分教会（藤木） 

 上大坊    高山荘華野 

北之町   瑞苑駐車場 
観光案内所 有馬御苑 瑞苑 陵楓閣 

兵衛向陽閣 古泉閣 (各フロントデスク) 

潮原町   
金の湯 

有馬の工房 

 金の湯     有馬玩具博物館    

 ホテル花小宿   

伊奈野町   有馬の工房 
 有馬ロイヤルホテル 

 角の坊 

滝本町   有馬里駐車場  御所別墅      月光園 

瓢箪町   金の湯  金の湯 

栄 町   有馬小学校 
神戸電鉄有馬温泉駅 北消防署有馬出張所 

地域福祉センター 観光案内所各宿泊施設 

桃源洞町   銀水荘兆楽 
 銀水荘兆楽      スパテラス紫翠 

 銀水荘兆楽 宿ごもり紫貴  (各フロント) 



 

<防災福祉コ ミ ュ ニティ 用> 2019 年度 

 地震発生時の防災福祉コ ミ ュ ニティ の活動  

防コ ミ 本部設置 

○震度 5 弱以上の地震が発生し た時、 有馬連絡所（ 連絡所が不可能な場合は地域福祉センタ

ー） に設置する。 各小区自治会長は状況に応じ 、 可能な限り 副会長を 小区リ ーダーに指名

し た 

上で本部に集合する。 不可能な場合は小区リ ーダーと し て小区活動班の指揮を と る。  

○本部に駆けつけた小区自治会長の中から 統括防災リ ーダーを決定する。  

（ 自治会長不在の場合は防災リ ーダー、 防災リ ーダーも 不在の場合は副会長の順で決定する。）  

○統括防災リ ーダーは集まっ てき たメ ンバーで、 情報作戦班、 資機材管理班等の編成を行

う 。  

○小学校、 区役所職員と 協力し 避難所を開設する。  

 

情報作戦班 

○準備 

本部に、 状況が把握し やすいよう に地域の地図、 防災マッ プ、 民生委員に依頼し 要援護者

の災害時要援護者名簿、 メ ンバー間で情報共有するためホワイ ト ボード や模造紙などを普

段から あら かじ め所定の場所に準備し ておく 。  

○情報等の収集 

手段： ラ ジオ・ テレビ、 防災行政無線等   

内容： 医療機関・ 各交通機関・ 生活イ ンフ ラ （ 水・ 電気・ ガス等のラ イ フ ラ イ ン） の状況 

○各小区の被害状報の収集（ 小区リ ーダーが報告）  

被害状況に応じ 、 各小区活動班および資機材管理班に対し て活動内容の具体的指示 

（ 安否確認、 被災者の救護・ 救出、 必要に応じ た資機材の搬送等） を出す。  

○消防団と も 情報を 共有 

必要に応じ 消防団にも 消火や救助活動を依頼する。  

○避難所と 防コ ミ 本部間の伝達係員を指名 

必要な情報等を 伝達し 、 避難所運営に協力する。  

（ 女性、 幼児、 高齢者等災害時要支援者に特に配慮する 。 備蓄品の円滑かつ平等な配布を 行う 等。）  

○要援護者の安否確認 

災害時要援護者名簿にも と づき 小区活動班に指示する。  

○可能な場合、 湯山会・ 婦人会等と も 連携 

それぞれの組織を通じ た情報収集も 行い、 安否を 確認する。  

○被害状況を 消防署およ び警察署に連絡 

どこ の家に生き 埋めの人がいる。 どこ の家の住民が避難済みか等の具体的な情報 

○被害状況、 活動状況や避難所運営上必要な物資を 区役所に連絡 



○状況に応じ 救援が必要な小区活動班に加わる。  

災害緊急時の連絡報告先 

北建設事務所： 981-5191( 道路陥没や倒木等の連絡)  北神区役所： 981-5377 北区役所総務課： 593-

1111 

小区活動班 

（ 震度 5 弱以上の地震が発生し た時、 リ ーダーはト ラ ン シーバーの電源を 常に入れ携帯し 、 情報作戦班と の連

絡を 取る よ う にする 。）  

○避難誘導 

「 ○○に避難し て下さ い。」 と 呼びかけて回る。 自宅の損傷などにより 避難所等に避難する

必要のある災害時要援護者の避難支援を行う 。 活動が可能な市民に協力を 依頼する。  

○消火活動 

出火を発見し たら 、 まず消防署への通報を 試みたう えで、 チームを 組み初期消火を 行う 。

可能な小区は消火栓から の放水により 消火を 行う 。（ ＊但し 地震時には消火栓が不通の場合

も 有り ます。） 消防団と の連携も 取る。 必要に応じ 活動が可能な市民にも 協力し ても ら う 。  

○救助活動 

自分が怪我をし ないよう 二次災害に注意し ながら 防災資機材を 使用し 、 負傷者を救出す

る。 防災資機材はジャ ッ キ、 バール、 のこ ぎり などが有効。 必要資機材であら かじ め携帯

でき ないも のについては情報作戦班に要請する。  

○応急処置 

負傷者への心肺蘇生法、 ラ ッ プ等を使っ た止血等の応急手当てを実施し 医療機関に搬送す

る。 活動が可能な市民にも 協力し ても ら う 。  

○状況調査 

情報作戦班の指示を 受け、 被害状況報告書にて被害状況を、 安否報告書にて住民の安否等

の状況を 調査し 報告する。  

○小区活動班の人員が不足し ている場合は、 本部情報作戦班に要請する。 また活動が可能な

市民にも 依頼する。  

資機材管理班 

○資機材配達 

小区活動班から 要請を 受けた情報作戦班から の指示で、 消火活動や救護活動に必要な資機

材を 速やかに小区活動班に届ける。  

○小区活動班応援 

状況に応じ 救援が必要な小区活動班に加わる。  

○資機材回収 

事態収拾後、 必要が無く なっ た段階で回収する。  

防災用資機材倉庫  （ 北区有馬連絡所 2Ｆ ）  

  倉庫カ ギ保有者 




